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第５章　緑地の保全及び緑化の推進のための施策

基本方針5　制度・体制 市民と協働で緑づくりを進めるための施策

●緑づくりに対する関心の喚起

取組状況 　令和２年度以降は、新型コロナウイルス感染対策のため中止しました。

　緑と花のある美しいまちづくりを推進するため、オープンガーデン見学会や花
のまちコンクールを実施

評価･課題

事業内容

　花づくり情報発信などの普及啓発活動として、オープンガーデン見学会や花の
まちコンクールを実施し市民への花づくりの楽しさを周知し一応の成果を得てい
たが、北広島花の会の活動休止や高齢化による参加者の減少等により催しの継続
が難しいことから、新たな施策を模索する。



★気軽に参加できる仕組みづくり

事業内容

　昭和58年から「花いっぱい運動」の取り組みが始まり、毎年、自治会やボラン
ティア団体などに花苗を配布し、街区公園や街路樹桝などに植栽している。（市
は北広島市緑化推進委員会へ交付金交付）

　令和4年度の春には、街路樹桝および公園花壇等に90団体の協力により、
22,265株の花苗を植栽し、秋には20団体の協力により、チューリップの球根
4,520個を植栽した。

　市民への緑づくりを促しており、普及啓発活動と緑の保全の両方を担っている
ことから、今後も事業を継続する。

評価･課題

取組状況



●ボランティア等市民活動の支援と連携

評価･課題

●緑づくりに対する関心の喚起

事業内容 　緑陽中学校の里山体験学習として春季に下草刈、秋季には枝払いを行う。

評価･課題

今後もボランティア等の協力により、活動を継続する。

　山野草の植生やキノコの観察会など、除間伐材を利用したものづくりなど12回
の活動を行った。

取組状況

　森林とのふれあい体験学習を実践するため、今後も継続する。

取組状況
　平成18年度から「富ヶ岡の森」を緑陽中学校の里山林業体験学習として、春季
に遊歩道の草刈り、秋季には枝払いを行った。

　北広島森林ボランティア・メイプル主催による、市民を対象とした森林散策観
察会や間伐材を利用した炭作り、燻製作りの体験学習など１年に数回の実施を継
続している。

事業内容


